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H-ⅡAロケット 12 号機の打上げに係る安全の確保に関する 

調査審議について（案） 

 

 

平成 18年 10月 29日 

宇宙開発委員会計画部会 

 

 

1． 調査審議の趣旨 
 宇宙開発委員会では平成16年 12月に改訂した「ロケットによ

る人工衛星等の打上げに係る安全評価基準」（以下、「安全評価

基準」という。）に基づき、ロケットの打上げに係る安全評価を行っ

ているところである。 

 平成18年度冬期には、H-ⅡAロケット 12号機による情報収集

衛星の打上げが予定されており、この打上げによる安全の確保

について安全評価基準に基づく調査審議が必要である。 

 このため、安全部会において次のとおり調査審議を行う。 

 

2． 調査審議を行う事項 
 H-ⅡAロケット 12号機の打上げに関しては、以下の観点から、

安全対策の妥当性について調査審議を行う。 

（1） 保安及び防御対策 

（2） 地上安全対策 

（3） 飛行安全対策 

（4） 安全管理体制 

 

3． 日程 
 調査審議の結果は、12月中を目途に宇宙開発委員会に報告

するものとする。 

 

4． 安全部会の構成員 
 本調査審議に係る安全部会の構成員は、別紙のとおり。 

 

5． その他 
 「（会議の公開）第 13条 本委員会及び部会の議事、会議資料

及び議事録は、公開する。ただし、特段の事情がある場合にお

いては、事前に理由を公表した上で非公開とすることができる。」

（宇宙開発委員会の運営等について 平成13年 1月 10日宇宙

開発委員会決定）に従い、安全部会は、原則として公開とし、特

段の事情がある場合には非公開とする。 

 情報収集衛星は、平成 10年度の閣議決定に基づき、外交・防

衛等の安全保障及び大規模災害等への対応等の危機管理のた

めに必要な隋報の収集を主な目的とした衛星であり、当該ミッシ

ョンの性質上、情報の保全管理が求められていることから、H-Ⅱ

A ロケット 12 号機の打上げに係る安全部会における安全評価は、

上記第13条に基づき、非公開により実施する。 
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